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Studies　on 　the　PrOduction　of 　Crystalline　Dextrose （1）

　　　　　　 Reconversion　of 　Second　Hydrol

Shuichiro　 HIGAsHI 　 and 　 Sosuke　MAGARA 　 （showa 　Sangyo　C 。．，　Ltd，）

　　In　order 　to　obtaill 　a 　high　 yield　of 　crystalline 　 dextrose，　second 　hydrol （the　mother

liquor　fro皿 the　second 　crystallization 　stage ）was 　reconverted 　from　which 　 an 　additional

crop 　 of 　crystalline 　dextrose　was 　obtained ．　 Conditions　fbr　reconversien 　were 　established

on 　the　basis　of 　the　 experimental 　 results 　in　small 　 scale 　 laboratory　 autoclavcs ．　 Later，　a

l501autoclave 　and 　 a 　commcrclal 　 batch　 converter 　 as 　 well 　 as 　 a 　 continuous 　 converter

werc 　used 　for　pilot　plant　trials．　 The 　optimum 　conditions 　for　 reconversion 　with 　batch

converter 　were 　fbund　to　be　acid （oxalic ）concentration 　O．04N
，
　 hydrol　 concentration 　Be

10卩
， pressure　2kg！cm2 　and 　reaction 　time 　20　minutes ．　 With　these 　conditions

，　second 　hyd−

rol 　having　a　DE （dextrose　equivalent ）of 　73　and 　a　DX （dextrose　content 　 based　 on 　dry

substances ） of 　 55　per　 cellt　 was 　 reconvcrted 　to　a　DE 　of 　 83　and 　a　 DX 　of 　 76　 pcr　cent
，

whi1e 　the　same 　hydrol　was 　reconverted 　 with 　continuous 　converter 　to　a　DE 　of 　85　and

aDX 　of　79　per　cent ，　 Yields　 of　crystalline 　 dextrose　 from 　 reconverted 　 liquors　 with

batch　and 　continuous 　converters 　were 　27　per　cent 　and 　42　per　cent （based　on 　hydrol　dry

substances ）respectively ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　デ ン プ ン 糖化液か ら結晶 ブ ド ウ糖を製造す る場合 ，
1回の 晶出操作で得 られ る結晶 の 収量 itはか ぎ りが あ り，

工 業的に は 原料に 対 して 50 〜 55％ 以上 の 収量を あげ る こ とは 操作上困難で あ る．そ れ 故 ， 結晶を 分離 した あ との

母液 （蜜）か らで きるだけ何度 も結晶を回収 して収量を高め る こ とが 必要で ， そ の た め 蜜 の 処理 や 晶 出法 に つ い

て い ろい ろ工 夫が行な わ れ て い る．ふ つ うは デ ン プ ン 糖化液か ら結晶 （1番糖〉 を と り， その 母液 （1 番蜜）か ら

もう一度結晶 （2 番糖） を と つ て ， 残 りの 母液 （2 番蜜 ） は 皮 ナ メ シ ，ア ル コ
ー

ル 醸 酵原料 ， 甘 味料な どに 用い

られ る こ とが多い （デ ン プ ン 糖化液の 精製工 程に イ オ ン 交換樹脂を用い な い 場合は 2番糖 の 純度が 落 ち，品質が

劣下す る の で，これ を溶か して 1番糖の 晶出工 程に もどす時 もあ る〉．　 こ の場合の 収量 は原料 デ ン プ ン に 対 して

60〜 65％ で あ る，これ 以上の収量を あ げる た め に は， 1番蜜又は 2 番蜜 を再糖化 し，蜜 の 中 に 含 ま れ て い る オ リ

ゴ 糖や 逆 合成糖 を再分解 して ，デ キ ス トロ ーズ 含有量 を増加 させ る こ とが行 な われ て い る，ま た ，無廃蜜法
1） と

称 して ，
1番蜜を 再糖化 して ， デ ン プ ン 糖化ま た は精製 工程 に もどす方法 も考 え られ て い る．こ の 方法に よれ ば ，

製品として 1番糖の み が で き理論上蜜は 生 じ な い の で あ るが，実際 に は 蜜 を再糖化 して 何度 もデ ン プン 糖化液 の

精製工 程 に もどす と，蜜の 中に含まれ て い る塩類や 逆合成物質が だ ん だ ん蓄 積 して イ オ ン 交換 樹 脂 に 負 担 がか か

り，

一
方 ， デ キ ス トロ ーズ 含有量 も減つ て くるの で，無限に 蜜の 循環 をくり返 えす こ と は で きない ．無廃蜜 法 の

一つ として ， こ の 他に 1番蜜 とデ ン プ ン 乳 とを一緒 に して 糖化す る方法
1）

もあ るが，こ れ も結果 と して は前 の 方

法 と同 じで あ る．い つ れ に せ よ ， 工業的に 最 も有利 な 蜜処理 方式 を考 え る こ とが，結 晶 ブ ド ウ 糖製造 の キ
ーポ イ

ン トとな るの で ，筆者等 は 当工 場 の 現有設 備 で最 も有利に 実施 し得 る 蜜処理方式 と して 3 回晶出 ，
1 回再糖化方

式 ， すな わ ち

　　　　　　　　　　　　　・→ 1 番 糖
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　デ ン プ ン 糖化 「 　　　　　1→ 2 番 糖

　　　　　　　　　　　　　
同 聽 「

→ ， 羅 ＿ 醐 化
一1

→ 3 番 糖

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．
→ 3 番 蜜
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の 方式 を考 え ， こ れ を実施 す るに 当つ て 最 も重要 な操作と思われ る 2 番蜜の再糖化の 条件をパ イ ロ
ッ ト プ ラ ン 規

模 の 実験に よつ て 検討 した．

　図 1 はそ の実験結果で あ る．糖化圧カー

定の 場合酸濃度 が高 くな る と HMF ，色 度

は と もに ふ え る，DE は糖化時間20分まで

は ふ え る傾向に あ るが，そ れ 以 上 時聞をか

け て も変化は な い ．糖化圧 力 2kg ！cm2 と

3kg ！cm2 ．の 場合とで は DE に あまり差 は

見 られ ない が ，
HMF 及 び 色度は 圧 力が 1

kgfcm2 ふ え る と 2 倍以上 に な る．こ れ は

圧 力 を上げ る と再糖化反応 よ りも逆合成反

応 の 進 み 方が は げ し くな る た め と考 え られ

る．それ故 ， 再糖化 の 基本条件 と して は 酸

濃度0・02〜0・06N
， 圧力 2kg ！cm

！

， 糖化

時間20分以内を え らぶ べ きで あ る と思 われ

る．

　  　中間実験用糖化缶に よ る再糖化

　 フ ラ ス コ 試験の 結果 に もとづ き，容量

1501の 中間実験用糖化缶を 用い て 2 番蜜 の

再糖化を行なつ た，再糖化条件は E 力 2kg

！cm2
， 酸濃度0，02N と し， ベ ン トナ イ ト

に よ る着色及び逆合成反応 防止 の 効果を検

討す る た め ， 固形分 に対 して 0，5 ％の ベ ン

トナ イ トを添加 した，図 2 は そ の 実験 結果

で あ る，デ キ ス ト卩 一ズ含有量 （DX ）は ペ

ーパ ー
ク ロ マ トグ ラフ ィ

ー 〔酢酸，ブ タ ノ

ール ，水， 1 ： 4 ；2 ） で 3 回 展 開後 ， 水 で

抽出 し て ア ン ス ロ ン 試 薬 で 定量 した，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実験結果 及 び考察

　L 　パ
ッ チ 法に よ る 2番蜜 の再糖化

　（1＞ フ ラス コ に よる再糖化試験

　再糖化の 基本条件 を決 め る た め ，
300ml の 3角 フ ラ ス コ に BE 　 10°の 2 番蜜溶液100mlを入 れ ，

0．02〜O．08N

の 濃度とな る よ う蓚酸を加え， 綿栓を して オートク レ ープに 入れ ，
2kg ／cm

’

また は 3kg！c 皿
2
の 圧 力 で 30分間加

熱 し，酸濃度及 び 糖化圧力と DE （Dextrose　equivalent ），　HMF （Hydroxymcthylfurfural ）含有量 ， 色度等の

関係 を し らべ た．主 な分析法 は 次 の とお りで あ る，

　DE ： ベ ル トラ ン 法 に よ る．

　HMF 含有量 ： 試料を蒸溜水で稀釈 して Bx　O．1
°
と し， 1cm の セ ル に 入れ て 島津光電分光光度計 qR 　50型 を

用 い て ，波 長 284m μ に お け る 吸光度 を測 り， その 値を 10倍 した もの を 以て HMF 含有量とし 〔E28撮 の 記号で

あ らわ した．HMF の 測定法 として は LINDEMANN2 ）
の 方法が あ るが 工 程管理上 は 上記 の 方法 で 十 分 で あ る．

　色度 ：試料を蒸溜水で 稀釈 して Bx　20°と し ，
1cm の セ ル に 入 れ て 上 記 分光光電光 度計 で ， 波長 430m μ に お

け る 吸光 度 を 測 定 し・ こ れ を Bx　I
°
に お ける吸光度 に換算 した値を los　oaしたもの を以て 色度 とし， 〔Edso〕lx

losの 記号 で あ らわ した．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

DE
　 　 2ig ／ 

・
　 酸 蝨　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P 　巳 　　　　　3kg／  含 　　　　麟 量

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 go

団

70

　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．OSN
　 　 　 　 　 　 −

　 　 　 　 　 　 　 　 　 o．o6N
− … 2N
　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　 　 　 　 　 　 　 　 u．c8N

彡葬
二 黔：瓢

TO

su

o

灘

緜

　 　 1　　　　　　　　　　　　　 e．09N
〔EiS4〕、
HMF

／／ny 課
o

踟

10

〔E “ ・〕lxios
色　　　度

o，08NO
．06No
．04NO
．02N0

　 　 　 　 　 　 　 008N

　　　　／
　 　 　 　 　 　 　 　 0．06N

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 O．04N
〔E … ）1・ Io・ ・
色　　 度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・0．02：

〆 ／
一一 ゜

00
　　　　 ］O　　　　 m 　　　　　30 ｛分〕　　 O　　　　 IO　　　　 20　　　　 30 〔分）

　　糖化 時 間 （2kg ！cm2 ま た は 3kg ／crn2 に 加 圧後）

　　　　　図 1　 フ ラ ス コ に よ る蜜 の 再 糖 化 試 験

　　再糖 化条 件 ：300ml フ ラ ス コ
， 液餐 100ml　 B610e

， 蓚酸

　図 2 か らわか る よ うに ，
DE 　74・6，　 DX 　55．7％ の 2 番蜜 を再 糖 化 した 場 合，2kg ／cm2 に 加圧 され る まで に DE

76〜 78・Dx 　65％ ま で ふ え ，
2kg ！cm2 に 加 圧 して か ら30分で DE 　82

，
　Dx 　70〜72％ とな る． こ れ lc対 して ，
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　 ・一 ・ ペ ン トナ イ ト使 用せ ず

　 O − O 　 ベ ン トナ イ ト使 用 （対 固 形

　　　　 分0．5％）

　　再糖化条件

　　　仕 込 濃 度 　Be　10
°

　　　酸　　量 　O．02N

　　 圧 力 2kg／cm2

　　糖 化 時 間 （2kg！em2 加 圧後）

図 2　中間 実験 用 糖化缶 に よ る 2番蜜

　　　の 再糖化
30（分）

　 　 　 　 HMF
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ao6N

：
L
，．：：彡 彡 孫

弓

2o

HMF 及 び 色度は 2kg ！cm2 に 加

圧 され るま で は あ ま りふ え な い が ，

加 圧後 は 急激 に ふ え る．こ の 点か

ら再糖化時間をあまり長 くす る と

か えつ て HMF や色度がふ え ， 以

後の 精製工 程 に 負担 を か け る結果

とな る．それ 故，糖化時間は 20分

以内に止 め る こ とが 望 ま しい ．な

お，ζの 実験 で は ベ ン トナ イ トに

よ る着色及 び逆合成防止の 効果は

認 め られ な か つ た．そ の他の 添加

剤の 効果 に つ い て は第 3 報で 詳 し

く述べ る．

　（3） 工 業用糖化缶 に よ る再糖化

試験

　っ ぎに ， 容量3
，
400‘の 工 業用糖

化缶を用 い て ，蓚酸濃度O．02 ，
0．04

及 びO・06N ，圧 力 2kg ／c皿
2

で 30

分間再糖化を行 な つ た．その 結果

は 図 3及 び図4 の とお りで ，フ ラ

ス コ 試験及 び 中間実験用糖化缶 と

同 じ傾向が 見 られる．酸濃度が高

い ほ ど DE は ふ え るが，晶出量 に

直接関係 の あ る デ キ ス ト ロ
ーズ 含

％
9D

原 液 0

90

80

70

原液 0

10 20

10　　 20

30（分） 原液 0　　 10　　20　　 30（分 ）

　　　　再糖 化条 件

　　　　仕込濃度　B610 “

　　　 圧 力 2kg ！cm2

　　　　酸　 　　 蓚　酸

　　　糖化時間 （2kg ／cm2 加 圧 後）

　　図 3　 工 業用 糖化缶 に よ る 2 番 蜜 の

　　　　　 再糖化

30（分）

80

70

／
一 樊 こ

ズ

　 　 　 　 O．02　　　0．04　　　0．06
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 酸 量 （N ）

図 4　 酸 量 と DE 及 び デ キ ス ト ロ ー

　　　ズ 含有量 との 関係

　　糖 化 時 間 2kgfcrn2 加 圧後 30分

有量は 逆 に 減少 して い る こ と （図 4 ）か ら，酸濃度を 高 くして 見掛 け の 再糖化 は で きて い て も，実際に は逆合成

反応が進ん で 操業上 好 ま し くない 場 合が あ る こ とが 認 め られ る．

　2．連続法 に よ る 2番蜜の 再糖化

　デ ン プ ン 及 び 2 番蜜の 連続糖化 に つ い て は別 に 発 表 す る予定 で あ る が
3）， こ こ で は バ ッ チ 法 と比較す る た め ，

オ ン レ ーター法 に よ る再糖化結果 を表 1 に 示す，

　3， パ
ッ チ 法及び連続法 （オ ン レ ーター） との比 較

　（1） 再糖化液の 晶 出

　バ
ッ チ 法 及 び連続法 （オ ン 1〆 一ター

） に よ つ て 再糖化 しfこ2 番蜜 を炭 酸 カ ル シ ウ ム で pH 　5．0〜5．4に 中和 し ，

Be’25dま で 濃縮 して か ら固 形分 に対 して 0・8％の 活性炭 で 脱色濾過 し，イ オ ン 交換樹脂 （Amberlite　 IRA −411

2t，　IR −12G　 ltの混 床 式 ） で 精製 した．次に こ の 精製液を さ らに 固形分に 対 して0・2％の活性炭 で処理 して （処理
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表 1　 連 続糖化 （オ ン レ ーター） 法 に よ る蜜 の 再糖化
8）

一 ．

1

2

2 番 蜜 i　O．08

　　　1
・・ 15 120

O　I　 73．4

15 ［80．8

2・ ［83．4
asl87 ・1

〃 O．081107 ．5132

・ け3．4

15　　　85．1
20　 　 　 88．1

25189 ．0
　 　 ト

55．259

．366

．7

2．824

．355

．97
77．7i ・．28

55．212 ．82

72．272
．583

．1

7．388
．851L5

3．612

．719

．522
．8

3 〃 0 ．04 工10 5 126
，911i：1｝
20　 　 　B4，7

25i87 ・2

55．269

，774
．776

．0

3．626

．035
．143

．8

4 〃 0．03 工50 51155

・ 「72・・

1° 185・8
14　　　82．1

2．825

．526

。587

．05

51 番 蜜 0，03150 5

56．8　；　4．73
79．0 ｝9．Ol

　　　I13．4
　 　 　 i

155

004

凸

　

1
　
1

79．890
．587

．3

　 4．54
　 9 ．361

　13・4

3．616

．221
．726

．90

．831
．159

．41

．426

．750
、5

温度70℃，時 間 30分），B636 〜37°まで 濃縮し，容量 41 の ス テ ン レ ス 製小型結晶槽に 仕込んだ．表 2及び図 5

は 晶出条件及 び晶出量 と晶出時間の 関係 ， 収量等を示 した もの で あ る．収量 は仕込液固形分 に 対す る晶出固形分

の 量 （％） で あ らわ し た ．

　　　　　　　　　　　　 表 2　晶 出条 件 及 び 収 量　（種 ： 仕込 固形分 に 対 し 10％）

　 ［
No ．1　　 仕　　込 　　液

　　：
嶝

度1・ ・ （苧 1・・ 磁 ・撃 糖 化 条 件

1　　 2　　 番　　 蜜 1… 5 レ5・4 い ・ 71．6 ［ 1441 −
　　　　　　　1

・ 陣 上 バ ・ 矯 靴 36．2　　　　84．1 74 65．6 ・ ・ … 1諏践 。分

釧 同 上 1　 36．8　　　83。2 76　 163．6
　 　 　 1

1“ ea・71 憮   分

・ 嘱嫉匪 ，．）醐 化 ト36・285 ・・ 79 6L2110 　　42．9　　表 1．4 糖化30分
＿ 1．

・ 目謬邦難， 縞 糖化
36・gl ・… 80 59。31 釧 55捌 表 ・・踊 化1・分

・ 騨 騨箆，一）靴 136・59 ・・9 83 58．1110 　　 51．8

　  　再糖化液の 結晶性の 比較

　2 番蜜は パ
ッ チ 法 ， 連続法 （オ ン レ ーター） の 何れ に よつ て も DE 　82〜85

，　 DX 　70〜79％まで 再糖化 され る、

こ の 再糖化液 を 同一
条件で精製，晶出 させ た結果が表 2

， 図 5 の とお りで あ る．バ
ッ チ 法の 場合，他 の糖化条件

が 同 じで ，糖化時閭 が 20分と30分の実験例 を比較す る と，糖化時間 の 短 い 方が晶出量が多い ．これ は，糖化時間

を 長 くす る と再糖化 反応 よ り逆合戊反応の 進行速度 の 方が 大 きくな る こ と を示す もの で あ る （表 2 の No ・2 と 3 ）．

　　 オ ン レ ーター法 に よ る連 結 糖 化 法 の 実 験 は 桜製 作 所（大阪〉の 御好意 に よ り行な つ た もの で あ る．
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　　　　　 図 5　 晶　　 出　　曲　　線

僻総鸚饕礁野
黼 黻 容積 で あ らわ す

）

また ，
バ

ッ チ 法 で再糖化した場合の

収量が30％以下 で あ るの に 対 し， 連

続法で は40％以上 の収量を得 た．こ

の よ うに各糖化液の DE 及び DX

の 差か ら計算 した以 上 に 収量に 開 き

が生 じて来るの は ， 糖化法また は ，

糖化条件に よつ て 再糖化 の メ カ ニ ズ

ム や 再糖化液の 炭水化物 の 組成 に 根

本的 な差があ るた め と考 え られ る，

た とえ ば ，
パ

ッ チ 法の 再糖化No ．3

と連続法 の 再糖化液 No ・4 を比 較す

る と DE は 殆ん ど同 じく，　 DX も 3

％の 差 しか な い の に 収量 に お い て は

15％以上 もち が い ，晶 出速度に も相

当の 開 きが あ る こ となどは こ の 考 え

をうらづ ける もの で あろ う．

　（3） 糖 化 操作及 び工 程管理上 の 問

題

　すで に 述べ た よ うに ， 糖化時間が 長 び く と再糖化反応よりも逆合成反応や着色反応 の 方が 早 く進 むの で，再糖

化液 の DE は増加 して も， 精製能率や 結晶性 が 悪 くな る．　これ ま で の バ
ッ チ 法に よ る再糖化実験結果か ら考 え

る と， 再糖化時間は 10〜20分以内に 止 め る こ とが 必要で あ る．と ころ が ，
バ

ッ チ 法 で は 蜜を糖化缶に 仕込 むの に

約20分 ， 圧力 を 2kg ！c：n3 ま で 上げるの に 5 〜lo分 ， 再糖化終了後申和槽に ブ ロ
ーす る ま で ｝Clo分，す な わ ち，

再糖化の 前後 の 操作 に 40分 もか か り，しか もバ
ッ チ 毎に 相当の フ レ を生ず る，デ ン プ ン の 糖化の 場合は 糖化時間

が 前後の 操作 に 比 べ て 比 較 的長 く，しか も， 糖化状態は ア ル コ ール 反応 に よつ て 即座 に チ ェ ッ クす る こ とが で き

るの で ， 前後の 操作時間に フ レ を生 じて も， 糖化時間を調節 して それ を補 うこ とがで きる の で，各 バ
ッ チ 毎 の フ

レ は そ う大 きくない が ， 蜜 の 再糖化の場合は即座 に その 状態 をチ ニッ ク で きる よ うな 管理 法 が な く ， もつ ば ら糖

化時間の み を頼 りと しな けれ ばな らな い ．しか も本来の 糖化時間 よ り前後 の 操作 に要す る時間が多 い の で各 バ
ッ

チ 毎 の 再糖化結果に プ レ を生ずる こ とが 多 い．こ の 意味で，連続糖化法を用 い て，流量及 び 温度 を完全 に 制御す

れば ， 管理 は は るか に 容易に な り，フ レ も少 くな る．デ ン プ ン の 連続糖化 の 場合 は デ ン プ ン 乳の 糊化及 び液化 と

い う段階を経 る の で，装置 の 設計や 材質 に い ろい ろ問題が あ るが ， 蜜の 連続糖化の場合 は対象が液相の み に か ぎ

られ て い る た め ， 通常の 熱交換器 を用 い て ， 材質の み を考慮 すれ ば比較的容易 に 再糖化 の 連続化が 行 わ れ る もの

と考 え られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　結晶 ブ ドウ 糖 の 製造収量 を 向上 させ るた め，3 回晶出， 1回 再糖化 （2 番蜜冫 の 方式 を考 え ， こ れ を 工 業的 に

実施 す るに 当つ て 最 も重要 な工 程 と思 わ れ る 2番蜜の 再糖化工 程 に つ い て パ イ ロ
ッ トプ ラ ン ト規模 で 検討 を行 な

つ た．その 実験結果の 大要 は次 の とお りで あ る．

　（1｝ フ ラ ス コ 試験に よつ て 酸 濃度 ・ 糖化圧力及 び糖化時間 と再糖化液の HMF ，色度及び DE との 関係を求め，

再糖化の 基本条件を 決 定 した．

　〔2） 中間実験 用糖化缶及 び 工 業用糖化缶 で 同 様の 実験を行 な つ た 結果，蜜の 濃度 BE　IO°，酸濃度 0 ．04N
， 糖

化圧力 2kg ！cm2 ， 糖化時間20分の 条件が 本実験 に お け る 最適再糖化条件で あ る こ とを知 つ た，こ の 条件 で は，
DE

　
73

，　
DX

　55％の 2番蜜は DE 　85，　DX 　76％ ま で 再糖化 され る，これ 以 上 糖化圧 力，馥濃度を高 め ， 糖化時閥

を の ばす と DE は 増加す る が，　DX は む し ろ滅少 し ，　 HMF 及 び 色 度は 著 し く増加 す る． これ は条件が酷 に な

る と再糖化反 応 よ りも逆合成及び着色反応 の 進行速度が大 き くな るた め で あ そ，．

　（3） 上記の 条件で 再 糖化した液を精製，晶出 させ た結果 ， 結晶収量 は 晶出時間 144時間で 28％ で あっ た，こ れ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（東 ， 真柄） 結晶 ブ ド ウ糖 の 工 業 的生産 に 関す る 研 究 　（ll） （563）

に 対 して，連続法 （オ ン レ ーター
）で DE 　85，　DX 　79％ま で 再糖化 し， 同

一
条件 で精製晶出 させ た 結果，晶出収

量は lIO時間で 42％ とな つ た ．バ
ッ チ 法 と連 続 法 とで 再糖化液の DE

，　DX が 大差 な い の に かかわらず， 結晶収量

に 大差があ るの は ， それぞれ の 再糖化液 の炭 水化物組成に 差が あ る た め と思 わ れ る．

　終 りに 臨 み 終 始 御 懇 切 な御 指 導 を賜 わ り ま し た 大 阪大 学八 浜 ， 照井及 び 寺本教授 に 深 甚 な る謝意 を表 し ま す．
ま た ， 本研究 の 発 表 を 許 可 さ れ ま し た 昭和産業株式 会 社 松 本社長 ， 平野 専務及 び棚橋 部 長 に 感 謝申上 げ ま す．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　デ ン プ ン 糖化液 より結晶 ブ ドウ糖 を製造す る 場合 ， 糖化液中の オ リ ゴ糖 や，HMF ，色素 ， 塩類等の不純物は殆

ん どすべ て 蜜 の 方へ 移行 し，晶出回 数が 重 な る に つ れ て，そ の 量が 多 くな る．第 1報 で 検討 し た再糖化法 は こ う
し て 2 番 蜜 中 に 蓄積 され て い る オ リゴ 糖をデ キ ス トロ ーズ に 分解 し， 3番結晶の 収量を向上 す る た め に 行なわ れ

る もの で あ る．こ の よ うに 再糖化に よつ て オ リ ゴ 糖の含有量は 減少す るけ れ ど も， 逆 ｝c　HMF （Hydroxymethy1 ・
f” ’fu「al ）・色素・ 塩類等の 含有量 1まさ らに 勵 ・し，精 製 が 糯 咽 難1こな り湯 合 に よつ て は再糖化に よつ て折

角 結 晶 の収 量が 向上 して も 精製費が 増加 して採 算上 か え つ て 不利 に な る場合が あ る，そ の た め ， 本報 で は 脱色

及 び精製工 程 に お け る活性炭 の種類 （水蒸気法及 び塩化亜鉛法）及 び使用法 と脱色率及 び HMF 除去率 との関
係 ， イ オ ン 交換樹脂 に よる 精製効果等を検討 した．

　　 1・実験 試料お よび 方法

　試料 として工 業用糖化缶 で 再糖化

した 2 番蜜を 用 い た．再糖化条件は ，

蜜 の 濃度 B610e
， 酸濃度（蓚酸）0，02

N
， 糖化圧力 2kg／cm

：

， 糖化時間

20分 （2kg ！cm2 に 加圧 後） と した．

分析法 は 第 1報 と周様で あ る．

　 　 　2 ・ 実 験 結 果 及 び考 察

　ω 　 2 番蜜の 再糖化及び精製過程

中に お け る色度 及 び HMF の 変化

　図 1 は 再糖化及 び 精製 工 程 に お け

る色度及び HMF の 変化 を示 した

もの で あ る．
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　 図 1　 再糖化及 び 精 製 工 程中 の 色度及 び HMF の 変 化
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